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2010年 3月 1日 
 
 
 

東京外国為替市場委員会 第 130回会合 議事録 
 
 
 

開催日時 2010年 2月 25日 13：00～14：00 
場 所 日本銀行本店 新館 9階中会議室 
副 議 長 中野 北斗 
副 議 長 梨本 忠彦 
書  記 宮田 慶一 
出席委員 18名 

 
 
Ⅰ．委員の任期満了・再任 
中野副議長より、小松委員の委員としての任期（2年）が満了することが報告されました。
小松委員から、委員に再び立候補する意思が示され、全会一致で了承されました。 

 
II．「東京外国為替市場における外国為替取引高サーベイ」調査方法見直しの提案 
中野副議長より、本年 4月に実施予定の「東京外国為替市場における外国為替取引高サー
ベイ」について、東京外国為替市場の市場規模をより正確に把握すべく、これまでトレーデ

ィングデスクベースで行ってきた調査ベースをセールスデスクベースに改めるほか、これま

で調整していなかった報告対象金融機関同士の取引について二重計上の調整を行いたいと

の提案がありました。議論の結果、各報告対象金融機関における事務負担を確認したうえで、

大きな問題がなければ、本年 4月から、調査方法を改めることとなりました。 
また、中野副議長より、為替証拠金取引の市場規模を把握すべく、市場調査小委員会にて

調査方法の検討を行い、金融先物業協会と協働での調査につき本委員会に諮ることとなった

旨報告がありました。本委員会での議論の結果、まずは金融先物業協会との間で調査の進め

方等につき検討を始めてはどうか、との意見が示されました。 
 
III．年次総会における各小委員会活動報告案 
葛原準委員より、年次総会に向けた 2009年の小委員会活動報告と今後の課題につき、現

時点の取り纏め案が報告されました。 
 
IV．平成 21年の会計報告 
野口準委員より、「平成 21年東京外国為替市場委員会収支状況」について報告がありまし
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た。また、松尾小委員長より、本委員会閉会後、松尾小委員長と井上運営小委員会委員が、

当該収支状況につき会計監査を行う予定である旨報告がありました。 
 
V．小委員会報告 
１．教育小委員会 
石川副委員長より、2月 15日（月）にフォレックスセミナー（「主要国の金融政策の先行

き」＜東短リサーチ、加藤出氏＞、「当面の主要通貨の相場展望～ドル・ユーロ・豪ドル」

＜外為どっとコム総合研究所、植野大作氏＞）が開催された旨報告がありました。また、野

口準委員より、同セミナーにかかる収支報告がありました。 
 

２．BCP小委員会 
葛原準委員より、2月 8日に短期・証券市場との 3市場合同 BCP訓練を実施し、訓練は
無事終了した旨報告がありました。 

 
以  上 
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（ 別 紙 ） 
 
 

東京外国為替市場委員会委員名簿（2月 25日現在） 
 

＜委員＞ 
議長 星野 昭 （三菱東京 UFJ銀行） 
副議長・市場調査小委員長 ○中野 北斗 （みずほコーポレート銀行） 
副議長 ○梨本 忠彦 （バークレイズ銀行） 
書記 ○宮田 慶一 （日本銀行） 
運営小委員長 ○松尾 勝 （三菱 UFJ信託銀行） 
広報小委員長 ○大木 一寛 （EBS ﾃﾞｨｰﾘﾝｸﾞﾘｿｰｼｽｼﾞｬﾊﾟﾝ） 
教育小委員長 前波 弘 （野村證券） 
法律問題小委員長 ○今西 晋嗣 （住友信託銀行） 
Code of Conduct小委員長 ○好川 弘一 （BNPパリバ銀行） 
決済小委員長 ○小松 淳 （みずほ銀行） 
Eコマース小委員長 小池 正道 （三井住友銀行） 
 ○北倉 克憲 （中央三井信託銀行） 
 ○小田川 正知 （ゴールドマン・サックス証券） 
 熱田 龍一 （バンク・オブ・アメリカ） 
 宗川 雄視 （ロイター・ジャパン） 
 ○石川 昌信 （ﾄｳｷｮｳﾌｫﾚｯｸｽ上田ﾊｰﾛｰ） 
 ○大西 知生 （ドイツ証券） 
 ○広田 泰司 （JPモルガン・チェース銀行） 
＜準委員＞ 
 ○野口 嘉彦 （ﾏﾈｰ･ﾌﾞﾛｰｶｰｽﾞ･ｱｿｼｴｲｼｮﾝ） 
 ○内山 一慶 （みずほコーポレート銀行） 
 ○葛原 圭 （三菱東京 UFJ銀行） 
 ○渡邉 明彦 （日本銀行） 

 
＜オブザーバー＞ 
 ○藤井 大輔 （財務省） 

 
(注) 敬称略（順不同）。○は今回出席。 


